
一

や
も
．

「
富
国
Ⅱ
富
民
」
史
観
の
論
弁
性

臨
時
教
育
群
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
。
「
わ
が

国
に
お
け
る
社
会
の
変
化
及
び
文
化
の
発
展
に
対
応
す
る

教
育
の
実
現
」
の
た
め
の
基
本
的
方
策
に
つ
い
て
答
申
を

求
め
ら
れ
た
公
的
諮
問
機
関
で
あ
る
銅
し
た
が
っ
て
、
そ

の
教
育
の
た
め
の
諸
施
策
の
背
後
に
は
「
わ
が
国
に
お
け

、

る
社
会
の
変
化
」
に
つ
い
て
の
認
識
が
存
在
し
、
諸
施
策

は
そ
れ
に
「
対
応
」
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
「
社
会
の
変
化
」
に
つ
い
て
の
認
識
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
関
心
か
ら
、
今
回
の
「
審

議
経
過
の
概
要
（
そ
の
三
）
」
を
読
ん
で
承
る
と
、
こ
れ

を
起
草
し
た
人
び
と
の
社
会
観
・
歴
史
観
と
い
う
べ
き

も
の
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え

ぱ
、
第
一
章
コ
ニ
世
紀
に
向
け
て
の
教
育
の
基
本
的
な

考
え
方
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
入
っ
て
い
る
。
多

く
の
新
聞
の
答
申
紹
介
で
は
、
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。

「
歴
史
の
諸
経
験
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
①
貧
困
か
《

…
ら
の
脱
却
、
②
外
か
ら
の
脅
威
へ
の
対
抗
、
こ
の
二
つ
が
基

ｑ
■

１
．

：
本
課
題
の
時
代
に
お
い
て
は
、
個
人
・
家
庭
・
学
校
・
社
会

■
ず

・
国
家
の
目
標
は
一
義
的
に
明
確
に
設
定
し
や
す
い
。
そ
の

ｑ

ｌ

際
、
①
『
富
国
富
民
』
と
、
②
『
強
兵
』
の
い
ず
れ
か
に
重

点
を
置
く
か
は
、
内
外
の
状
況
い
か
ん
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で

！
あ
る
。
 

‐幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
か
け
て
、
黒
船
に
象
徴
さ
れ
る

，
欧
米
列
強
の
外
圧
に
直
面
し
た
我
が
国
は
、
相
次
い
で
欧
米

列
強
の
植
民
地
支
配
に
入
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
教
訓
に
学
ん

で
、
む
し
ろ
積
極
的
に
欧
米
列
強
の
先
進
的
技
術
を
導
入

し
、
殖
産
興
業
に
努
め
、
近
代
的
制
度
を
移
植
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
我
が
国
を
急
速
に
欧
米
化
、
近
代
化
、
工
・

業
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
立
と
安
全
を
確
保
す
る
と
い

う
一
見
逆
説
的
と
も
見
え
る
『
工
業
化
戦
略
』
を
採
用
し

た
。
後
進
工
業
国
段
階
か
ら
一
刻
も
早
く
脱
却
し
な
け
れ
 
ｆ

ば
、
独
立
と
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
方
、
独

立
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
近
代
化
、
工
業
化
、
欧

米
化
の
推
進
に
よ
っ
て
、
貧
困
か
ら
の
脱
却
を
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
『
富
国
』
と
『
強
兵
」
の
両
目
標

は
、
戦
前
期
に
お
け
る
後
進
工
業
国
段
階
か
ら
の
離
陸
と
成

長
の
全
歴
史
過
程
に
お
い
て
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
っ

つ
、
し
か
も
同
時
に
、
有
限
な
資
源
の
配
分
上
、
矛
盾
と
相

克
を
は
ら
む
二
大
目
標
と
し
て
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
．

第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
不
幸
な
歴
史
過
程
に
お
い
て
、

内
外
の
諸
情
勢
は
次
第
に
こ
の
二
大
目
標
の
均
衡
を
崩
し

て
、
非
現
実
的
葱
『
強
兵
」
に
我
が
国
を
突
き
進
ま
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
帰
結
は
無
謀
で
悲
惨
な
戦
争
と
敗
戦

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
歴
史
の
皮
肉
と
知
恵
は
、
敗
戦
の
結
果

と
し
て
我
が
国
の
社
会
体
質
の
変
化
と
「
強
兵
』
目
標
の
否

定
、
『
富
国
』
目
標
へ
の
集
中
を
可
能
に
し
、
そ
れ
が
世
界

の
奇
跡
と
も
い
わ
れ
た
戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
時
代
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
追
い
付
き
型
近
代
化
の
長
期
国
家
目
標
を
達
成

し
、
貧
困
か
ら
の
脱
却
と
い
う
最
重
要
目
標
を
基
本
的
に
実

ｑｑＩ

現
し
て
、
貧
困
な
社
会
↓
豊
か
な
社
会
、
外
か
ら
の
脅
威
↓

相
互
依
存
の
国
際
関
係
へ
と
移
行
す
る
と
と
も
に
、
個
人
・

社
会
・
国
家
の
目
標
設
定
は
困
難
に
な
る
と
い
う
一
般
的
傾

向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
目
標
も
同
様
で
あ
り
、
現

状
は
一
種
の
目
標
喪
失
状
態
に
あ
る
が
、
こ
の
新
し
い
状
況

に
は
か
つ
て
の
『
追
い
付
き
型
近
代
化
時
代
』
と
同
様
な
目

標
設
定
の
方
法
で
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

豊
か
な
社
会
、
相
互
依
存
の
国
際
関
係
と
い
う
新
し
い
未
知

の
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
未
来
に
向
か
っ
て
の

。
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目
標
設
定
に
関
す
る
国
民
的
合
意
形
成
の
た
め
の
新
し
い
内

容
と
方
法
が
創
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
、
戦
前
の
学
校
教
育
の
歴

史
全
体
が
上
記
第
四
期
（
昭
和
一
二
’二
○
年
ｌ
筆
者
）
の

そ
れ
と
全
く
同
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
、
ま

た
そ
の
反
対
に
、
第
四
期
の
軍
国
主
義
、
極
端
な
国
家
主
義

的
教
育
の
支
配
を
許
し
て
し
ま
っ
た
諸
要
因
、
そ
の
長
期
に

及
ぶ
後
遺
症
を
過
少
評
価
す
る
こ
と
も
、
共
に
我
が
国
近
代

教
育
の
複
雑
な
矛
盾
や
紐
余
曲
折
を
は
ら
む
歴
史
過
程
を
過

度
に
単
純
化
す
る
過
ち
を
犯
す
こ
と
と
な
ろ
う
。
Ｉ

全
般
的
に
み
る
と
、
学
制
公
布
以
来
の
我
が
国
戦
前
の
近

代
学
校
教
育
の
基
本
理
念
が
、
立
身
出
世
・
殖
産
興
業
、
近

代
化
、
西
欧
化
、
工
業
化
を
通
じ
て
の
『
富
国
富
民
』
に
重

点
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
教
育
と
の
連
続

面
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
側
面
で
あ
る
。
他
方
、

『
高
度
国
防
国
家
の
建
設
』
と
い
う
目
標
に
象
徴
さ
れ
る

「
強
兵
』
路
線
は
、
戦
前
第
四
期
に
向
け
て
次
第
に
強
化
さ

れ
、
悲
惨
な
誤
れ
る
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
と
な
っ

た
。
戦
争
と
敗
戦
の
結
果
と
し
て
、
軍
国
主
義
、
極
端
な
国

家
主
義
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
戦
前
と
戦
後
の
教
育
の
非

連
続
面
と
し
て
正
確
に
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
で
あ
る
。
」
、
 
．

こ
の
文
章
を
読
む
と
、
；
「
富
国
富
民
」
と
「
強
兵
」

は
（
日
本
近
代
史
の
全
過
程
を
通
じ
て
対
立
的
な
国
家
目

標
で
あ
っ
た
か
に
見
え
る
。
ま
た
何
〆
「
富
国
富
民
常
は
、

途
中
か
ら
「
富
国
」
‐と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
秤
国

家
が
豊
か
に
な
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
民
衆
の
豊
か
さ
を
保

障
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
起
草
者
は
考
え
て
い
る
・
よ
う

だ
Ｆ
だ
が
、
、
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
甚
ｒ
・

‐ち
態
つ
と
考
え
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
癖
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
よ
う

な
国
家
的
経
済
的
富
の
大
き
さ
が
や
た
だ
ち
に
民
衆
の
豊

か
さ
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
産
油
国
の
一
部
な
ど

で
今
日
で
も
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
富
が
大
き

く
て
も
そ
れ
が
民
生
向
上
に
む
か
わ
ず
、
特
定
の
階
層
の

独
占
す
る
も
の
と
な
る
例
は
、
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
戦
後

の
日
本
に
つ
い
て
も
、
「
投
資
が
投
資
を
よ
ぶ
」
企
業
国

家
的
経
済
成
長
で
は
な
く
、
「
富
国
」
が
「
富
民
」
に
直

結
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
福
祉
国
家
建
設
が
優
先
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
今
日
と
は
か
な
り
違
っ
た
社
会
に
な
っ
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。

ま
た
、
明
治
以
来
の
「
富
国
強
兵
」
が
、
「
殖
産
興

業
」
と
と
も
に
国
家
目
標
で
あ
っ
た
の
は
、
「
富
国
」
と

「
強
兵
」
が
一
体
の
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
「
殖
産
興
業
」
Ⅱ
「
富
国
」
自
体
が
軍
需
産
業
を

一
基
軸
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
日
清
・
日
露
と
第
一

次
世
界
大
戦
の
「
富
国
」
へ
の
寄
与
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

「
富
国
か
強
兵
か
」
の
歴
史
観
の
い
い
か
げ
ん
さ
は
明
白

で
あ
る
。

こ
れ
は
き
っ
と
、
戦
後
日
本
の
経
済
主
義
的
国
家
発
展

を
「
富
国
富
民
」
の
過
程
と
と
ら
え
、
そ
の
像
を
戦
前
日

本
史
に
投
影
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

答
申
の
「
第
二
次
世
界
大
戦
に
い
た
る
不
幸
な
歴
史
過

程
」
「
非
現
実
的
な
『
強
兵
』
」
と
は
、
「
昭
和
一
二
年

か
ら
昭
和
二
○
年
の
終
戦
ま
で
の
戦
時
統
制
下
の
軍
国
主

義
、
‐極
端
な
国
家
主
義
」
と
い
う
一
○
年
た
ら
ず
の
時
期

タ
ー

に
つ
い
て
の
承
「
均
衡
を
崩
し
た
」
と
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
軍
事
国
家
化
や
朝
鮮
や
中
国
へ
の

侵
略
は
「
均
衡
」
の
枠
内
の
も
の
と
し
て
不
問
に
付
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
‐銅
《
〆
哉
“別
洩
ゞ

戦
前
わ
が
国
資
本
主
義
発
展
の
特
質
は
、
「
富
民
」
と

結
び
付
か
な
い
「
富
国
強
兵
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
こ
そ
あ

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
民
」
が
、
‐「
国
民
」
で
も
「
市
報

民
」
で
も
「
人
民
」
で
も
な
く
、
「
天
皇
の
臣
民
」
で
あ
旬

っ
た
こ
と
に
照
応
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
点
こ
そ
、
準

日
本
の
「
近
代
化
・
欧
米
化
」
過
程
が
、
今
日
の
第
三
世
銅

界
の
「
開
発
独
裁
」
「
権
威
主
義
的
体
制
」
の
一
原
型
た

る
ゆ
え
ん
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
戦
後
の
「
富
国
」
過
程
に
つ
い
て

も
、
「
強
兵
」
と
の
対
置
は
限
定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
＊

い
。
つ
ま
り
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
「
軽
武
装
」
に
よ
る

経
済
主
義
的
成
長
は
、
日
米
安
保
条
約
に
も
と
ず
く
軍
事

的
対
米
依
存
と
朝
鮮
・
￥
ヘ
ト
ナ
ム
特
需
の
よ
う
な
、
・
ハ
ク

ス
・
ア
メ
リ
ヵ
ー
ナ
の
国
際
的
枠
ぐ
み
の
も
と
で
の
戦
争

へ
の
寄
生
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
決
し
て

「
強
兵
」
目
標
一
般
を
否
定
し
て
の
平
和
国
家
建
設
の
結

果
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
強
い
て
い
え
ば
、
答
申

が
黙
し
て
語
ら
な
い
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
・
民
主
主

義
こ
そ
が
、
「
富
国
」
と
「
強
兵
」
を
直
結
す
る
戦
前
型

蓄
積
を
制
約
し
、
「
富
国
」
の
一
部
を
「
富
民
」
に
ふ
り

む
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
戦
後
的
「
富
国
」
す
ら
も
、
労
働
者
の

強
搾
取
を
基
礎
と
し
、
膨
大
な
中
小
企
業
の
下
請
・
系
列

化
や
女
性
差
別
を
構
造
化
し
、
ア
ジ
ア
と
世
界
へ
の
商
品

・
資
本
輸
出
に
依
拠
し
て
、
独
占
大
企
業
の
拡
大
再
生
産
・

を
優
先
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
剰
余
の
一
部
が
「
富

民
」
に
ま
わ
さ
れ
た
に
し
て
も
へ
答
申
が
戦
後
教
育
に
つ

い
て
い
う
「
悪
平
等
主
義
」
ど
こ
ろ
か
、
差
別
・
選
別
の

体
系
と
競
争
原
理
に
立
脚
し
た
、
不
平
等
な
も
の
で
あ
っ

た
。
、
『

む
し
ろ
、
こ
う
し
た
「
富
国
Ⅱ
富
民
」
史
観
は
、
今
日

の
政
治
状
況
の
も
と
で
の
「
国
際
国
家
」
戦
略
を
意
識
し
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１
１

６
１
１
１
１
１
１
小
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

て
の
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
、
理
解
し
や
す
い
。
つ
ま

り
、
鋸
直
接
戦
時
統
制
下
に
な
か
っ
た
昭
和
一
・
一
年
以
前
程

度
の
「
強
兵
」
は
、
‐「
富
国
」
と
の
「
均
衡
」
で
考
え
れ

ば
い
い
の
で
あ
り
、
：
ア
ー
メ
リ
カ
や
財
界
か
ら
要
請
さ
れ
、
・

日
本
と
ア
ジ
ア
の
民
衆
が
危
倶
し
て
い
る
、
軍
備
拡
張
．
．

防
衛
産
業
育
成
・
…
自
衛
隊
海
外
派
兵
・
宇
宙
核
戦
争
協
力

な
ど
は
、
答
申
起
草
者
に
と
っ
て
は
「
強
兵
」
に
は
入
ら

ず
へ
国
家
機
密
法
や
有
事
立
法
へ
さ
ら
に
は
憲
法
改
悪
や

徴
兵
制
で
あ
っ
て
も
、
「
富
国
」
の
た
め
に
許
容
さ
れ
る

「
均
衡
」
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
答
申
の
社
会
観
・
歴
史
観
は
、
日
本
と
ア

ジ
ア
の
民
衆
へ
の
抑
圧
と
差
別
に
立
脚
し
、
民
主
主
義
と

民
生
向
上
を
、
》
、
ニ
マ
ム
に
抑
え
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
と
も
い

う
べ
き
近
代
日
本
の
資
本
主
義
発
展
過
程
を
、
ほ
と
ん
ど

丸
ご
と
礼
賛
し
、
今
日
の
帝
国
主
義
的
・
国
家
主
義
的
社

会
再
編
を
、
第
三
者
的
諮
問
の
か
た
ち
で
、
禿
証
し
よ
う

と
い
う
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
歴
史
認
識
の
も
と
で
、
も
し
も
教
科
書
検
定

が
続
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
今
日
の
文
部
省
に
よ
る
検
定

と
、
大
差
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
や
む
し
ろ
、

過
去
の
。
「
強
兵
」
の
否
定
と
「
富
国
Ⅱ
富
民
」
史
観
の
強

化
に
よ
り
、
‐戦
前
の
軍
事
国
家
化
や
ア
ジ
ア
侵
略
、
戦
後

の
公
害
や
原
発
、
ア
ジ
ア
と
世
界
へ
の
経
済
侵
略
に
つ
い

て
の
記
述
を
、
い
っ
そ
う
困
難
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

新
国
家
主
義
的
「
国
際
化
」

民
衆
的
‐「
国
際
化
」
か

だ
が
答
申
は
、
生
産
力
的
意
味
で
欧
米
先
進
国
に
お
い

Ｊ
』

つ
い
た
今
日
の
状
況
を
品
手
放
し
で
礼
賛
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ｐ
む
し
ろ
、
「
先
進
国
病
」
と
「
国
際
摩
擦
」
”

へ
の
危
機
感
が
、
「
戦
後
教
育
の
総
決
算
」
へ
の
衝
動
を

か
り
た
て
て
い
る
Ｐ
以
下
の
文
章
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
．

「
敗
戦
と
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
『
強
兵
』
路
線
を
否
定
し

た
結
果
、
戦
後
日
本
は
『
富
国
富
民
』
路
線
に
専
念
で
き
る

こ
と
と
な
り
、
殖
産
興
業
、
輸
出
振
興
へ
高
度
経
済
成
長
と

・
い
う
経
済
的
な
い
し
は
物
質
的
目
標
に
集
中
し
た
。
こ
の
時

代
、
と
く
に
戦
後
第
二
期
（
昭
和
二
七
’四
六
年
ｌ
筆
者
）

の
特
徴
は
、
経
済
も
教
育
も
量
的
拡
大
、
大
衆
化
、
平
等

化
、
標
準
化
の
実
現
に
主
力
を
注
ぎ
、
戦
争
・
敗
戦
の
後
遺

症
も
あ
っ
て
、
精
神
的
・
文
化
的
諸
価
値
の
問
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
む
こ
と
を
回
避
し
て
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
、

シ
ェ
ア
と
利
潤
、
給
与
・
所
得
、
発
行
部
数
と
視
聴
率
、
就

学
率
と
偏
差
値
、
い
ず
れ
か
と
い
う
と
目
に
見
え
る
、
手
で

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
計
量
可
能
な
、
単
純
な
諸
価
値
の

追
求
に
専
心
し
て
き
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
‐

こ
う
し
た
傾
向
が
持
つ
問
題
性
へ
の
認
識
が
高
ま
り
、
近

代
工
業
文
明
の
限
界
と
問
題
点
、
工
業
社
会
、
近
代
主
義
、

『
追
い
付
き
型
近
代
化
時
代
』
の
限
界
と
問
題
点
、
戦
後
社

会
の
内
包
す
る
功
罪
面
の
均
衡
あ
る
評
価
な
ど
に
つ
い
て
、

本
格
的
な
再
検
討
が
開
始
さ
れ
た
の
は
上
記
第
三
期
（
昭
和

四
六
年
川
筆
者
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
別
項
で
論
ず
る
よ

う
に
、
現
在
の
教
育
が
抱
え
る
諸
問
題
は
い
ず
れ
も
最
も
深

い
部
分
で
こ
う
し
た
文
明
史
的
転
換
過
程
と
密
接
に
か
か
わ

っ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
」

．
‐九
六
○
年
代
末
頃
か
ら
、
先
進
工
業
国
を
中
心
に
大

・
気
・
河
川
・
海
洋
・
土
壌
・
森
林
・
都
市
な
ど
か
ら
人
間
の

精
神
衛
生
に
ま
で
及
ぶ
様
々
な
物
質
的
な
ら
び
に
精
神
的
公

″害
、
自
然
破
壊
、
生
態
系
の
破
壊
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
間

題
、
麻
薬
・
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
犯
罪
、
離
婚
率
の
上
昇
、

勤
労
意
欲
の
低
下
凡
自
立
・
自
助
精
神
の
崩
壊
、
社
会
の
連

帯
性
の
衰
弱
、
俗
悪
な
大
衆
文
化
の
犯
濫
、
．
ミ
ュ
ニ
テ
イ
６

１
の
崩
壊
等
い
わ
ゆ
る
『
先
進
国
病
』
の
諸
症
状
が
社
会
問

題
化
す
る
に
至
り
、
近
代
工
業
文
明
の
特
質
と
限
界
、
マ
イ

ナ
ス
面
が
次
第
に
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ

・
ク
ラ
ブ
の
．
「
成
長
の
限
界
』
、
脱
工
業
社
会
論
、
情
報
社

会
論
、
先
進
国
病
論
か
『
第
三
の
波
』
等
の
多
様
な
議
論
の

■
ｊ
●

波
は
、
近
代
工
業
文
明
が
歴
史
的
転
換
期
に
入
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
認
識
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
」
〃

い
わ
ゆ
る
「
教
育
荒
廃
」
も
、
こ
の
「
先
進
国
病
」
的

観
点
か
ら
、
「
近
代
工
業
文
明
の
限
界
」
「
豊
か
さ
・
便

利
さ
の
負
の
副
作
用
」
「
父
性
原
理
の
衰
弱
」
な
ど
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
、
こ
れ
が
、
「
イ
エ
型
社

会
』
「
日
本
的
集
団
主
義
」
「
甘
え
の
構
造
」
「
和
の
文

Ｊ

化
」
と
い
っ
た
「
日
本
文
化
」
論
と
接
合
さ
れ
、
「
国
際

化
」
時
代
に
お
け
る
「
不
易
な
も
の
」
の
見
直
し
や
「
国

を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
」
「
正
し
い
国
家
意
識
の
か
ん

養
」
‐と
い
う
新
国
家
主
義
的
方
向
に
誘
導
さ
れ
て
い
る
点

に
、
今
答
申
の
特
質
が
あ
る
。

こ
う
し
た
言
説
は
、
臨
教
審
に
も
入
っ
た
新
保
守
ブ
レ

ー
ン
た
ち
が
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
さ
ま
ざ
ま
な
審
議
会
・

諮
問
機
関
の
報
告
で
く
り
か
え
し
表
明
し
て
き
た
、
ま

た
、
右
派
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
小
説
に
よ
っ
て

も
流
布
さ
れ
て
き
て
い
る
、
危
機
管
理
的
「
二
一
世
紀
戦

略
」
に
他
な
ら
な
い
。
「
大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
」
報

告
書
は
、
そ
の
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
」
的
言
説
と
「
間
柄

主
義
」
と
の
接
合
で
、
こ
う
し
た
論
調
の
公
的
先
駆
を
な

し
た
が
、
経
済
審
議
会
『
二
○
○
○
年
の
日
本
』
や
臨
調

答
申
の
基
調
に
も
流
れ
て
い
た
こ
の
史
観
が
、
い
よ
い
よ

教
育
の
場
に
も
入
り
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
文
明
論
」
と
し
て
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
本
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特
集
の
山
科
論
文
に
ゆ
ず
る
が
、
「
国
際
化
」
の
問
題
に

つ
い
て
だ
け
は
、
社
会
観
・
歴
史
観
の
視
角
か
ら
も
、
一

言
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
第
六
章
「
国
際
化

へ
の
対
応
」
で
、
答
申
は
、
こ
う
述
べ
る
。

「
現
在
の
日
本
の
豊
か
な
生
活
は
、
日
本
で
作
っ
た
製
品

を
世
界
す
み
ず
み
ま
で
輸
出
し
、
ま
た
、
日
本
の
必
要
と
す

る
物
資
を
世
界
中
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
『
物
』
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
は
国
際

社
会
の
中
で
孤
立
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
容

易
に
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
『
物
』
の
交
流
が
盛
ん
に

な
る
と
、
そ
れ
は
必
然
的
に
『
人
』
の
交
流
へ
と
発
展
す

る
。
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
は
じ
め
、
国
境
を
こ
え
た

『
人
』
の
往
来
が
年
と
と
も
に
飛
蹄
的
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
う
し

た
異
民
族
・
異
文
化
と
の
国
際
的
な
接
触
が
深
ま
る
に
つ
れ

て
、
日
本
人
に
と
っ
て
と
か
く
違
和
感
や
抵
抗
感
な
ど
い
わ

ゆ
る
文
化
摩
擦
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
摩
擦
は
、
実
は
国
際

社
会
の
常
態
と
腹
を
決
め
て
か
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

る
。
摩
擦
を
嫌
い
、
逃
避
し
て
い
る
と
、
や
が
て
日
本
は
国

際
社
会
の
中
で
孤
立
し
、
結
局
、
経
済
的
な
安
定
の
基
盤
す

ら
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
」

「
そ
れ
で
は
こ
の
摩
擦
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
れ
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
摩
擦
に
耐
え
つ
つ
、
む
し
ろ
こ
れ
を
日

本
社
会
が
活
性
化
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
気
力

と
生
き
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
，
言
い
換
え

’５
ｆ
、
Ｆ
Ｄ
Ｈ
０
Ｄ
刊
０

れ
ば
、
日
本
と
世
界
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
物
的
に
も
人
的

ｑ
’３
財

に
も
強
ま
る
に
従
い
源
世
界
と
日
本
と
の
間
に
は
『
緊
張
』
」

。
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に
『
太
平
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の
眠
り
を
さ
ま
す
国
際
化
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」

臨
教
群
に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
「
富
国
」

過
程
は
、
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
の
地
位
を

急
速
に
上
昇
さ
せ
て
き
た
世
界
史
的
に
も
１
｝
−
−
ク
な
も

の
で
あ
り
、
い
ま
や
超
経
済
大
国
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
際

社
会
の
な
か
で
の
役
割
を
大
き
く
し
、
「
世
界
の
中
の
日

本
人
」
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
態

を
、
先
に
見
た
答
申
の
基
調
の
よ
う
に
、
「
欧
米
へ
の
キ

ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
Ⅱ
追
い
付
き
型
近
代
化
」
の
サ
ク
セ
ス

・
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
礼
賛
す
る
の
か
へ
そ
れ
と
も
、
世

界
の
民
衆
へ
の
「
反
モ
デ
ル
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
反
省
的

に
考
察
す
る
の
か
で
、
そ
の
具
体
的
方
策
は
大
き
く
違
っ

て
く
る
。

答
申
の
「
国
際
化
」
へ
の
対
応
紫
は
、
語
学
教
育
や
留

学
機
会
拡
大
な
ど
の
技
術
的
改
善
と
「
世
界
か
ら
信
頼
さ

れ
る
日
本
人
に
ふ
さ
わ
し
い
礼
節
・
礼
儀
作
法
」
「
国
を

愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
」
に
傾
い
て
い
る
。
〃
い
ま
日
本

が
、
な
ぜ
ど
の
よ
う
な
意
味
で
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
の
か
、
い
か
な
る
特
殊
な
歴
史
的
根
拠
に
よ
り
「
摩

擦
」
が
強
ま
っ
て
い
る
の
か
の
考
察
が
欠
落
し
て
、
「
国

際
的
相
互
依
存
の
深
ま
り
」
と
経
済
大
国
化
一
般
に
、
問

題
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
後
の
史
観
が

上
述
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
戦
前
の
ア
ジ

ア
侵
略
や
戦
後
の
輸
出
大
国
過
程
へ
の
反
省
を
欠
い
た
ま

ま
い
新
国
家
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
「
武
装
」
し
た
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い
、
日
本
人
の
海
外
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出
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八
世
界
の
民
衆
か
ら
い
つ
そ
ら
警

Ｆ
・

、
も

戒
さ
れ
不
信
を
つ
の
ら
せ
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
：
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今
日
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要
な
の
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戸
日
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つ
う
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剥
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刑
１
日
咽
０
口
０
４
１

ァ
や
世
界
の
民
衆
と
、
国
家
の
枠
を
超
え
て
交
わ
り
結
び

つ
き
う
る
よ
う
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
的
連
帯
で
あ

る
ｐ
核
戦
争
の
危
険
、
食
糧
や
資
源
や
富
の
偏
在
な
ど
、

答
申
が
「
全
地
球
的
規
模
の
諸
問
題
」
と
し
て
抽
象
的
に

あ
げ
る
問
題
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
日
本
的
に
「
不
易
な
も

の
」
に
依
拠
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
橘
え
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
日
本
の
過
去
を
率
直
に
反
省
し
た
う
え

で
の
民
衆
的
「
国
際
化
」
に
よ
っ
て
こ
そ
、
解
決
す
べ
き

も
の
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
逆
に
い
え
ば
、
臨
教
審
の
背
後
に
は
、
戦
後
民

主
主
義
教
育
の
伝
統
を
守
る
と
い
う
姿
勢
の
承
で
は
対
抗

で
き
な
い
よ
う
な
、
政
・
財
・
官
界
あ
げ
て
の
「
二
一
世

紀
戦
略
」
が
控
え
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
時
代
の
社
会

変
貌
を
踏
ま
え
た
戦
後
史
の
再
検
討
の
承
な
ら
ず
、
い
ま

や
世
界
の
一
頂
点
に
た
つ
に
い
た
っ
た
日
本
近
代
史
総
体

の
民
衆
的
見
直
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
わ
な
に
と
ら
わ

れ
ず
、
世
界
の
民
衆
と
の
真
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

意
味
で
の
「
国
際
化
」
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
民
衆
的

社
会
観
・
歴
史
観
が
、
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
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